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Characteristics of summer time dayside ionospheric backscatter echoes observed by the SuperDARN Hokkaido radar will be 
reported. They have Doppler velocities of up to 100 m/s, and most of them have poleward velocities. Examination of elevation 
angle data revealed that most of them are backlobe echoes coming from behind the radar, and possibly could be associated 
with dayside medium-scale TIDs. Detailed analysis results of the characteristics of these echoes will be presented. 
 
 
SuperDARN 北海道-陸別 HF レーダーは 2006 年 12 月のフル稼働開始以来約 5 年にわたり観測を継続しているが、
夏季の昼間において電離圏エコーと分類されるエコーが観測されることがある。このようなエコーは一見近距離




(1) 夏季(5 月上旬-9 月上旬)に観測され、観測される時間帯は 0900-1800 LT である。 
(2) 1-10 時間程度の継続時間を持ち、また 50-500km 程度の空間的な広がりを持つ。 
(3) エコー強度は約 10-40 dB と比較的強い。 
(4) ドップラー速度は最大 100 m/s 程度になり、また大抵の場合極方向の速度を有している。 
(5) ドップラースペクトル幅は 1-10 m/s 程度とかなり狭い。 













囲の ground / sea scatter と考えられるエ
コー(黄緑色)と比較して、速度が明らか
に異なつていることがわかる。 
 
 
 
 
 
